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能
　
楽
　
研
　
究
　
所
　
彙
　
報（
二
〇
二
〇
年
四
月
～
二
〇
二
一
年
三
月
）

［
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
四
十
五
号
の
発
行
］

　

二
〇
二
一
年
三
月
二
十
五
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第

四
十
五
号
を
発
行
し
た
。
A
5
版
260
頁
。
内
容
は
次
の
通
り
。

〈
逆
様
事
の
能
〉の
系
譜
─
能
《
隅
田
川
》
へ
の
道
程
─ 

伊
海　

孝
充

歩
行
に
始
ま
り
歩
行
に
終
わ
る
─
比
較
演
劇
的
観
点
か
ら
見
た
日
本
の

伝
統
演
劇
の
特
質
─ 

宮
本　

圭
造

仙
台
藩
御
乱
舞
方
御
用
岩
井
理
助
と
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
を
め
ぐ
っ
て

─
「
獅
山
公
御
流
儀
」
考（
一
）─ 

深
澤　

希
望

鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』「
本
書
綴
外
物
」
翻
刻

 

永
井　

猛
、
稲
田　

秀
雄
、
伊
海　

孝
充

升
形
本
『
あ
い
之
本
』
の
翻
刻
と
解
題 

小
田　

幸
子
、
井
上　

愛

研
究
展
望　

二
〇
一
七
年（
平
成
29
年
） 

 

深
澤　

希
望

表　

き
よ
し

小
室
有
利
子

中
司
由
起
子

山
中　

玲
子

伊
海　

孝
充

横
山　

太
郎

竹
内　

晶
子

能
界
展
望　

二
〇
一
八
年（
平
成
30
年
） 

高
橋　

悠
介

能
楽
研
究
所
彙
報　

二
〇
一
九
年
度（
平
成
31
／
令
和
元
年
度
）

［
第
四
十
二
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
］

　

二
〇
二
〇
年
十
二
月
三
日（
木
）に
開
か
れ
た
選
考
委
員
会（
委
員
は
、

小
田
幸
子
・
観
世
銕
之
丞
・
竹
本
幹
夫
・
児
玉
竜
一
・
尾
川
浩
一
〔
法

政
大
学
常
務
理
事
〕・
増
田
正
人
〔
法
政
大
学
常
務
理
事
〕・
山
中
玲

子
・
宮
本
圭
造
）が
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
第
四
十
二
回
観
世
寿
夫

記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
は
、「
該
当
者
な
し
」
と
決
定
さ
れ
、

十
二
月
七
日
付
で
田
中
優
子
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。

［
第
三
十
回
催
花
賞
］

〔
受
賞
者
〕　

一
噌　

庸
二（
い
っ
そ
う　

よ
う
じ
）氏

〔
贈
呈
理
由
〕　

若
く
し
て
宗
家
を
継
承
し
た
氏
は
、
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
堅
実
に
そ
の
責
を
果
た
し
、
後
継
者
を
育
て
る
と
と
も
に
、「
わ

ざ
は
大
わ
ざ
、
例
え
て
い
え
ば
一
刀
彫
り
の
如
し
」
と
い
う
流
是
を
守

る
家
元
ら
し
い
芸
風
で
、
長
年
多
く
の
舞
台
を
支
え
て
き
た
。
最
近
は

そ
こ
に
名
状
し
が
た
い
柔
ら
か
み
や
奥
行
き
が
加
わ
り
、
囃
子
方
の
長
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老
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

〔
主
な
経
歴
〕　

一
噌
流
笛
方
十
四
世
宗
家
。
一
九
四
〇
年
十
二
月
七
日
、

十
三
世
一
噌
鍈
二
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。
一
噌
正
之
助
、

藤
田
大
五
郎
に
師
事
。
一
九
五
〇
年
十
二
月
、
十
二
世
一
噌
又
六
郎
追

善
囃
子
会
で
の
舞
囃
子〈
春
栄
〉（
シ
テ
観
世
元
正
）が
初
舞
台
。
以
後
、

一
九
六
一
年
の〈
道
成
寺
〉を
は
じ
め
、〈
翁
〉〈
石
橋
〉〈
清
経
音
取
〉

〈
猩
々
乱
〉〈
鷺
〉〈
望
月
〉〈
檜
垣
〉〈
姨
捨
〉〈
関
寺
小
町
〉〈
三
輪
誓
納
〉〈
江

口
平
調
返
〉〈
朝
長
懺
法
〉〈
弱
法
師
雙
調
之
舞
〉等
の
大
曲
・
秘
曲
を

次
々
に
披
く
。
一
九
六
七
年
九
月
、
宗
家
を
継
承
。
一
九
八
三
年
に
は

主
催
す
る
自
主
公
演
「
第
二
回
七
星
会
」
の
企
画
と
舞
台
成
果
に
よ
り

芸
術
祭
優
秀
賞
を
受
賞
。
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
、
国
立
能
楽
堂

養
成
課
主
任
講
師
等
を
勤
め
、
後
進
の
指
導
に
も
精
力
的
に
取
り
組
む
。

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
後
継
者
に

長
男
の
隆
之
氏
が
い
る
。

　

な
お
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、

贈
呈
式
を
延
期
し
て
次
年
度
に
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

［
研
究
・
調
査
活
動
］

　

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
の
活
動

　
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
」
で
は
、「
文
献
資
料
に
基
づ
く

能
楽
の
総
合
的
・
学
際
的
研
究
」・「
新
た
な
視
点
に
よ
る
国
際
・
学
際

的
能
楽
研
究
」
の
二
つ
の
柱
に
基
づ
き
、
拠
点
が
中
心
と
な
っ
て
国
内

外
の
研
究
機
関
・
研
究
者
と
連
携
す
る
「
拠
点
主
導
型
共
同
研
究
」
と
、

研
究
テ
ー
マ
を
広
く
公
募
し
学
外
の
研
究
者
が
代
表
と
な
る
「
公
募
型

共
同
研
究
」
を
お
こ
な
っ
た
。

　

公
募
型
共
同
研
究
は
、
①　
室
町
中
後
期
能
楽
伝
書
の
資
料
集
作
成

と
室
町
文
化
の
継
承
史
・
社
会
史
に
関
す
る
学
際
的
研
究
、
②　
能
作

品
の
仏
教
関
係
語
句
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
能
の
宗
教
的
背
景
に
関
す

る
研
究
、
③　
新
出
・
鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』
の
離
れ（
笹
野

本
）に
つ
い
て
の
基
礎
研
究
、
④　
能
の
映
像
に
そ
え
る
記
譜
の
研
究
、

⑤　
能
楽
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
実
践
の
構
図
の
解
明
、
⑥　
ワ
キ
型

付
「
能
之
秘
書
」
の
解
読
と
注
釈
を
通
し
た
固
定
期
以
前
の
能
演
出
の

研
究
、
⑦　
間
狂
言
資
料
集
成
の
作
成
と
ア
イ
語
り
を
視
点
と
す
る
夢

幻
能
の
再
検
討
、 

⑧　
能
楽
研
究
所
蔵
及
び
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
流
伝

書
の
調
査
研
究
─
演
奏
技
法
及
び
江
戸
期
地
方
伝
承
の
解
明
に
む
け
て
、

⑨　
和
歌
・
連
歌
と
の
比
較
を
通
し
た
謡
曲
修
辞
技
法
の
学
術
的
研
究
、

⑩　
近
世
邦
楽
詞
章
に
お
け
る
謡
曲
摂
取
用
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成

の
10
件
が
、
順
調
に
活
動
を
進
め
た
。

● 

研
究
集
会
「
近
世
初
期
出
版
文
化
の
中
の
謡
本
─
光
悦
謡
本
を
例
に

─
」

2
月
21
日（
日
）オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

「
古
活
字
版
の
底
本
と
本
文
─
嵯
峨
本
と
そ
の
周
辺
を
事
例
に
─
」

 

小
秋
元
段（
法
政
大
学
）

「
光
悦
謡
本
研
究
の
問
題
点
─
分
類
・
組
版
者
・
底
本
─
」

 

伊
海
孝
充（
法
政
大
学
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

竹
本
幹
夫（
早
稲
田
大
学
）
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●
公
募
型
共
同
研
究
の
活
動

＊
「
室
町
中
後
期
能
楽
伝
書
の
資
料
集
作
成
と
室
町
文
化
の
継
承

史
・
社
会
史
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（
代
表
：
重
田
み
ち
）オ
ン
ラ

イ
ン
研
究
会
及
び
調
査
を
実
施（
計
18
回
）。
研
究
成
果
の
と
り
ま
と

め
と
し
て
『
宮
増
小
鼓
伝
書
の
資
料
と
研
究
─
室
町
文
化
横
断
研
究

の
た
め
に
』
を
刊
行
。

＊
「
能
作
品
の
仏
教
関
係
語
句
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
と
能
の
宗
教
的

背
景
に
関
す
る
研
究
」（
代
表
：
高
橋
悠
介
）オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会

（
計
8
回
）に
て
、
注
釈
の
検
討
お
よ
び
論
集
刊
行
に
向
け
た
編
集
作

業
を
実
施
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
完
成
さ
せ（
非
公
開
）、

検
索
機
能
等
の
実
装
作
業
を
行
っ
た
。

＊
「
新
出
・
鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』
の
離
れ（
笹
野
本
）に
つ

い
て
の
基
礎
研
究
」（
代
表
：
永
井
猛
）オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
及
び
調

査
撮
影
を
実
施（
計
3
回
）。
翻
刻
作
業
を
進
め
、『
能
楽
研
究
』
45

号
に
「
本
書
綴
外
物
」
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

＊
「
能
の
映
像
に
そ
え
る
記
譜
の
研
究
」（
代
表
：
藤
田
隆
則
）オ
ン

ラ
イ
ン
研
究
会
及
び
能
楽
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施（
計
10
回
）。

12
月
25
日
に
一
般
公
開（
オ
ン
ラ
イ
ン
）の
第
32
回
能
楽
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
記
譜
を
通
じ
て
能
の
面
白
さ
に
せ
ま
る〈
羽
衣
〉全
曲
の
映
像
化
を

テ
ー
マ
に
し
て
」
を
開
催（
能
楽
学
会
共
催
）。

＊
「
能
楽
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
実
践
の
構
図
の
解
明
」（
代

表
：
古
賀
広
志
）オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
及
び
打
合
せ
を
実
施（
計
8

回
）。
能
楽
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
茶
道
の
オ
ン
ラ
イ
ン
稽
古
に
つ

い
て
な
ど
の
発
表
、
経
営
情
報
論
の
国
際
会
議
等
で
報
告
を
行
い
、

討
議
を
重
ね
た
。

＊
「
ワ
キ
型
付
「
能
之
秘
書
」
の
解
読
と
注
釈
を
通
し
た
固
定
期
以

前
の
能
演
出
の
研
究
」（
代
表
：
中
司
由
起
子
）資
料
の
難
読
箇
所
と

注
釈
の
問
題
点
を
抽
出
す
る
作
業
を
行
い
、
メ
ー
ル
に
て
回
覧
、
意

見
交
換
を
重
ね
た
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会（
計

2
回
）を
行
い
、
校
訂
本
文
を
完
成
さ
せ
た
。

＊
「
間
狂
言
資
料
集
成
の
作
成
と
ア
イ
語
り
を
視
点
と
す
る
夢
幻
能

の
再
検
討
」（
代
表
：
西
村
聡
）オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
を
実
施（
計
3

回
）。『
和
泉
流
間
狂
言
伝
書
』『
鷺
流
間
狂
言
付
』『
遺
形
書
』
の
間

狂
言
資
料
や
、〈
安
字
〉〈
敦
盛
〉を
は
じ
め
と
す
る
個
々
の
曲
の
間
狂

言
に
つ
い
て
の
報
告
を
踏
ま
え
、
ア
イ
の
〔
語
り
〕
に
関
す
る
広
範

な
議
論
を
行
っ
た
。
拠
点
サ
イ
ト
に
『
鷺
流
間
狂
言
付
』・『
鷺
流
狂

言
型
附
遺
形
書
』
の
翻
刻
を
公
開
し
、『
能
楽
研
究
』
45
号
に
『
あ

い
之
本
』
の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。

＊
「
近
世
邦
楽
詞
章
に
お
け
る
謡
曲
摂
取
用
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作

成
」（
代
表
：
日
置
貴
之
）メ
ー
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
研
究
会
・
調

査
・
打
ち
合
わ
せ
を
実
施（
計
3
回
）。『
紀
海
音
全
集
』
文
字
譜
索
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引
の
作
成
な
ど
を
行
い
、
長
唄
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
増
補
を
行
っ
た
。

＊
「
能
楽
研
究
所
蔵
及
び
国
立
能
楽
堂
蔵
一
噌
流
伝
書
の
調
査
研
究

─
演
奏
技
法
及
び
江
戸
期
地
方
伝
承
の
解
明
に
む
け
て
」（
代
表
：

森
田
都
紀
）島
田
家
文
書
の
資
料
調
査
を
行
い（
計
6
回
）、
目
録
を

作
成
。
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
に
て
一
噌
流
伝
書
の
翻
刻
と
解
読
を
進

め
る
と
と
も
に
、
島
田
巳
久
馬
の
経
歴
や
一
噌
流
伝
書
に
関
す
る
研

究
報
告
を
実
施
し
た（
計
3
回
）。

＊
「
和
歌
・
連
歌
と
の
比
較
を
通
し
た
謡
曲
修
辞
技
法
の
学
際
的
研

究
」（
代
表
：
浅
井
美
峰
）〈
高
砂
〉の
和
歌
・
連
歌
表
現
の
用
例
を
個

別
に
調
査
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会（
計
12
回
）に
て
検
討
、
問
題
点

を
共
有
し
、
用
例
の
抽
出
と
リ
ス
ト
化
を
お
こ
な
っ
た
。

　

各
共
同
研
究
の
活
動
・
成
果
の
詳
細
は
「
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研

究
拠
点
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
さ
れ
た
い
。

●
他
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
活
動

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
曽
我
兄
弟
の
伝
承
と
能
─
歴
史
・
物
語
・
芸
能

─
」

3
月
13
日（
土
）オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
能
楽
学
会
共
催

「
曽
我
物
の
能
─
史
実
・
文
学
と
の
距
離
」 

坂
井
孝
一（
創
価
大
学
）

「『
曽
我
物
語
』
改
作
の
指
向
─
真
名
本
・
仮
名
本
─
」

 

小
井
土
守
敏（
大
妻
女
子
大
学
）

「
舞
う
身
体
と
し
て
の
曽
我
兄
弟
─
幸
若
舞
曲
と
の
比
較
か
ら
─
」

 

伊
海
孝
充（
法
政
大
学
）

「『
曽
我
物
語
』
と
曽
我
物
の
能
」 

竹
本
幹
夫（
早
稲
田
大
学
）

 

全
体
討
議
：
坂
井
孝
一
・
小
井
土
守
敏
・
伊
海
孝
充
・
竹
本
幹
夫

 

表
き
よ
し（
司
会
）

＊
国
立
能
楽
堂
特
別
展
「
勧
進
能
」

　
（
11
月
14
日
～
翌
年
1
月
17
日
）国
立
能
楽
堂
と
の
協
同
事
業

●
刊
行
物
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開

＊
能
楽
資
料
叢
書
6
『
近
世
諸
藩
能
役
者
由
緒
書
集
成（
中
）』
刊
行

　

宮
本
圭
造
編
。
3
月
。
中
巻
に
は
福
井
藩
か
ら
高
知
藩
に
い
た
る

二
十
藩
の
能
役
者
の
記
事
を
収
め
る
。

＊
「
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
公
開

　

10
月
9
日
『
和
泉
流
明
和
中
根
本
』『
大
蔵
虎
清
間
・
風
流
伝
書
』

『
和
泉
流
『
間
習
分
』』『
升
形
本
「
あ
い
之
本
」
付
能
目
録
』『
和
泉

流
間
狂
言
伝
書
』
の
狂
言
資
料
計
五
点
を
追
加
公
開
し
た
。

＊
「
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
拡
充

　

 　

前
述
の
ほ
か
四
五
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
完

成
し
た
。
今
回
は
資
料
の
掲
出
順
を
年
代
ご
と
に
並
び
替
え
る
等
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
併
せ
て
行
っ
た
。

［
資
料
の
受
贈（
二
〇
一
八
年
度
・
二
〇
二
〇
年
度
）］

　

二
〇
一
八
年
度
に
は
、
諸
藤
寛
人
氏
よ
り
島
田
巳
久
馬
氏
旧
蔵
資
料

の
寄
贈
を
、
飯
冨
章
宏
氏
よ
り
飯
冨
家
旧
蔵
能
楽
資
料
の
寄
贈
を
受
け
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た
。
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
諸
藤
寛
人
氏
、
飯
冨
章
宏
氏
の
ご
芳
志
に
対

し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
度
に
は
、
村
上
小
春
氏
よ
り
小
倉
藩
能
役
者
村

上
家
関
係
資
料
一
式（
計
四
七
点
）の
寄
贈
を
受
け
た
。
御
寄
贈
い
た
だ

い
た
村
上
小
春
氏
、
御
仲
介
を
い
た
だ
い
た
板
家
茂
雄
氏
の
ご
芳
志
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

（
お
詫
び
：
前
々
号
の
彙
報
に
「
資
料
の
受
贈
」
の
項
目
が
漏
れ
て
い

ま
し
た
た
め
、
本
号
に
て
二
〇
一
八
年
度
分
を
併
せ
て
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
な
が
ら
遺
漏
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。）

［
資
料
の
移
管
］

　

法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
よ
り
『
謌
唄
謡
咏
』
の
移
管
を
受
け

た
。［

所
員
の
活
動
］

　

山
中　

玲
子

「
修
羅
能
以
前
の
『
平
家
の
能
』
─〈
経
盛
〉の
再
検
討
を
通
し
て
─
」 

 

『
無
常
の
鐘
声　

平
家
物
語
』　

花
鳥
社　

20
年
7
月

「
能
の
基
礎
知
識
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
祈
願
能
楽
公
演

2
0
2
0
『
能
楽
ガ
イ
ド
』　

能
楽
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

20
年
7
月

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
解
題
執
筆
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
演
出
・
技
法
研
究
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
そ
の
他
］

二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
薪
能
解
説
《
石
橋
》《
蚊
相
撲
》　　
　
　

20
年
8
月

　

宮
本　

圭
造

「〈
蟻
通
〉が
目
指
し
た
も
の
」 

『
観
世
』
20
年
9
月

「
勧
進
能
の
歴
史
」「
勧
進
能
年
表
」「
資
料
解
説
」

 

『
勧
進
能
』
20
年
11
月

「
勧
進
能
と
落
首
」 

『
国
立
能
楽
堂
』
445
号　

20
年
12
月

「「
翁
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
全
国
に
根
付
い
た
の
か
」

 

『
翁
の
本
』
20
年
12
月

「〈
翁
〉の
天
下
泰
平
国
土
安
穏
」 

『
銕
仙
』
21
年
1
月

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
解
題
執
筆
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

『
近
世
諸
藩
能
役
者
由
緒
書
集
成（
中
）』（
編
） 

21
年
3
月

「
翻
刻
・
校
訂
編
」（
重
田
み
ち
氏
・
高
橋
葉
子
氏
と
）「
毛
利
博
物
館
蔵

鼓
伝
書
小
考
」 

『
宮
増
小
鼓
伝
書
の
資
料
と
研
究
』　

21
年
3
月

「
金
春
家
文
書
の
形
成
と
流
転
」「
全
体
討
議
」「
例
会
ノ
ー
ト
」

 

『
能
と
狂
言
』
18
号　

21
年
3
月

「
歩
行
に
始
ま
り
歩
行
に
終
わ
る
─
比
較
演
劇
的
観
点
か
ら
見
た
日
本

の
伝
統
演
劇
の
特
質
─
」 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
解
説
等
］

「
能
楽
の
歴
史
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
祈
願
能
楽
公
2
0
2
0

『
能
楽
ガ
イ
ド
』　

能
楽
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

20
年
7
月
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劇
評
「
よ
こ
す
か
芸
術
劇
場
「
幻（G

E
N

）」」『
朝
日
新
聞
』
20
年
10
月

劇
評
「
鵜
澤
久
の
会
」 

『
朝
日
新
聞
』
21
年
1
月

［
講
演
・
研
究
発
表
等
］

「
御
部
屋
役
者
再
考
」　

六
麓
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
） 

20
年
6
月

「
特
別
展
『
勧
進
能
』
の
み
か
た
」
国
立
能
楽
堂
特
別
展
関
連
講
座

 

国
立
能
楽
堂
講
義
室　

20
年
11
月

「
翁　

父
尉
延
命
冠
者
」（
観
世
清
和
氏
・
松
岡
心
平
氏
と
）

 
観
世
会
能
楽
講
座　

観
世
能
楽
堂　

20
年
11
月

「
能
楽
の
新
時
代
」
国
立
能
楽
堂
普
及
公
演
解
説

 

国
立
能
楽
堂　

20
年
12
月

「
長
浜
八
幡
宮
勧
進
猿
楽
記
録
の
「
源
四
郎
」
は
宮
王
宗
竹
か
」

 

六
麓
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）　

20
年
12
月

　

伊
海　

孝
充

『
謡
本　

和
田
酒
盛
』（
共
著
） 

檜
書
店　

21
年
2
月

「《
氷
室
》
の
季
節
」　
『
鉄
仙
』
702
号 
20
年
6
月

第
二
十
二
回
明
之
會
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 
20
年
12
月

第
八
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

21
年
2
月

「〈
逆
様
事
の
能
〉の
系
譜
─
能
《
隅
田
川
》
へ
の
道
程
─
」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

（
共
著
）「
鷺
流
狂
言
『
宝
暦
名
女
川
本
』

　
「
本
書
綴
外
物
」
翻
刻
」 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
狂
言
研
究
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
講
演
・
研
究
発
表
等
］

第
二
十
二
回
明
之
會　

解
説
・
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク 

20
年
12
月

第
八
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
能
狂
言　

解
説 

21
年
2
月

「
光
悦
謡
本
研
究
の
問
題
点 

─
分
類
・
組
版
／
刊
行
年
／
刊
行
者
・
底

本
─
」

 

研
究
集
会
「
近
世
初
期
出
版
文
化
の
中
の
謡
本
」　

21
年
2
月

「
舞
う
身
体
と
し
て
の
曽
我
兄
弟
─
幸
若
舞
曲
と
の
比
較
か
ら
─
」

二
〇
二
〇
年
度
能
楽
学
会
十
九
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
曽
我
兄
弟

の
伝
承
と
能
─
歴
史
・
物
語
・
芸
能
─
」 

21
年
3
月

　

表　

き
よ
し

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
資
料
紹
介
・
資
料
研
究
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
講
演
・
研
究
発
表
等
］

オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
講
座
「
金
春
禅
竹
を
読
む（
五
音
三
曲
集
⑤
）」

 

銕
仙
会
能
楽
研
修
所　

20
年
7
月

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
「
世
阿
弥
と
花
」

 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿
教
室　

20
年
9
月

　

高
橋　

悠
介

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
共
編
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

「
正
楽
寺
蔵
・
荒
神
曼
荼
羅
に
つ
い
て
─
蔵
王
権
現
と
習
合
し
た
忿
怒

相
の
荒
神
像
と
諸
尊
」
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『
寺
院
文
献
資
料
学
の
新
展
開 

第
5
巻 

中
四
国
諸
寺
院
Ⅰ
』

 

臨
川
書
店　

20
年
4
月

「
千
字
文
説
草
と
そ
の
特
色
─
亡
息
・
亡
息
女
供
養
の
説
草
を
中
心
に
」 

 

『
仏
教
文
学
』
45　

20
年
4
月

「
身
体
生
成
を
め
ぐ
る
思
想
と
中
世
仏
教
─
五
蔵
観
・
魂
魄
・
胎
内
説
」

『
日
本
宗
教
史
3 

宗
教
の
融
合
と
分
離
・
衝
突
』

吉
川
弘
文
館　

20
年
7
月

「
貞
慶
を
め
ぐ
る
説
話
と
律
院
─
「
異
砂
記
」・
狛
行
光
春
日
霊
験
譚
」　　
　
　
　
　
　
　
　

 
『
説
話
文
学
研
究
』
55　

20
年
9
月

「
享
保
期
の
江
戸
城
西
丸
へ
の
謡
本
献
上
と
謡
曲
改
訂（
二
）」

 

『
斯
道
文
庫
論
集
』
55　

21
年
2
月

「
観
世
文
庫
の
文
献
資
料
の
形
成
と
蔵
書
管
理
の
一
端
」

 

『
能
と
狂
言
』
17　

21
年
3
月

「
能
界
展
望（
二
〇
一
八
年
）」 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
講
演
・
研
究
発
表
等
］

「
六
輪
一
露
説
と
世
阿
弥
能
楽
論
」

　

能
楽
学
会
二
〇
二
〇
年
度
世
阿
弥
忌
セ
ミ
ナ
ー
「
世
阿
弥
伝
書
を
読

む
能
役
者
─
世
阿
弥
伝
書
の
受
容
・
変
容
─
」

 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

20
年
9
月

「『
三
国
伝
記
』
の
神
祇
関
係
説
話
小
考
」

　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
「
応
永
・
永
享
期
文
化
論
」

　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
三
国
伝
記
』
の
宗
教
的
環
境
」

 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

20
年
9
月

「
密
教
聖
教
の
略
字
表
記
と
東
密
西
院
流
」

　

第
33
回
斯
道
文
庫
講
演
会
「
書
誌
学
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」

 
YouT

ube

配
信
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催　

20
年
11
月

（
鼎
談
）「『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』
出
版
に
向
け
て
─

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
を
ふ
り
返
っ
て
」（
松
岡
心
平
・
横
山
太
郎
・
高

橋
悠
介
） 

『
観
世
』
87­

4
、
檜
書
店
、
20
年
4
月

（
座
談
会
）「
実
盛
と
時
衆
・
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
」（
高
橋
悠
介
、
高
桑
い
づ

み
、
櫻
井
陽
子
、
髙
橋
秀
樹
）、
第
三
回
觀
ノ
会
「
実
盛
」
觀
ノ
座

 

セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂　

20
年
8
月

（
講
座
）「
11
月
の
狂
言
と
能
─
あ
や
か
し
／
魔
道
／
地
獄
─
」

 

国
立
能
楽
堂
公
開
講
座　

20
年
10
月

［
解
説
文
］

（
事
典
項
目
執
筆
）「
能
の
思
想
」「
真
言
立
川
流
」

 

『
日
本
思
想
史
事
典
』
丸
善
出
版　

20
年
4
月

「《
松
風
》
の
狂
乱
─
形
見
と
松
」（「
能
の
魅
力
を
知
る　

狂
い
と
狂
乱

─
松
風
─
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

 

セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂　

20
年
8
月

「《
望
月
》
の
芸
尽
し
」
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
・
渋
谷
能

2
0
2
0
年
度
第
三
夜
「
望
月
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

 

セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂　

20
年
9
月

「「
夜
討
曽
我
」
の
形
見
送
り
と
母
衣
起
源
説
」
渋
谷
能
2
0
2
0
年
度

第
一
夜
「
夜
討
曽
我
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

20
年
10
月

「《
内
外
詣
》
と
江
戸
前
期
の
伊
勢
信
仰
」
渋
谷
能
2
0
2
0
年
度

　

第
二
夜
「
内
外
詣
」
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

21
年
3
月
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横
山　

太
郎

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
共
編
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

［
解
説
等
］

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
観
客
席
と
最
新
技
術
─
変
わ
り
つ
つ
あ
る
能
楽

堂
の
鑑
賞
環
境
を
め
ぐ
っ
て
」（
学
会
報
告
）

 

『
能
と
狂
言
』
17
号　

20
年
12
月

岡
本
章
編
著
『「
現
代
能
楽
集
」
の
冒
険
─
鍊
肉
工
房
1
9
7
1
─

2
0
1
7
』（
書
評
） 

『
能
と
狂
言
』
17
号　

20
年
12
月

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
お
稽
古
の
現
在
」（
学
会
報
告
）

 
『
能
と
狂
言
』
18
号　

21
年
3
月

能
楽
学
会
例
会
ノ
ー
ト
「「
橋
の
会
」
前
夜
─
能
と
現
代
芸
術
・
現
代

思
想
」（
学
会
報
告
） 

『
能
と
狂
言
』
18
号　

21
年
3
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
そ
の
他
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
講
演
・
研
究
発
表
・
対
談
等
］

鼎
談
『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』
出
版
に
向
け
て
─
こ
れ

ま
で
の
調
査
を
ふ
り
返
っ
て（
松
岡
心
平
、
横
山
太
郎
、
高
橋
悠
介
）

 

『
観
世
』
87
巻
4
号　

20
年
4
月

地
名
の
秘
密
、
反
復
の
罪
科（
阿
漕
）　

国
立
能
楽
堂
10
月
普
及
公
演

 

「
二
九
十
八
・
阿
漕
」
解
説　
　

20
年
10
月

全
体
討
議
司
会（
二
〇
一
九
年
度
能
楽
学
会
大
会
企
画
「
家
元
の
ア
ー

カ
イ
ブ
」） 

『
能
と
狂
言
』
18
号　

21
年
3
月

　

中
司　

由
起
子

「
観
世
元
章
相
伝
作
物
図
2
舎
利　

舎
利
塔
」

 

『
観
世
』
87
巻
5
号　

20
年
5
月

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
解
題
執
筆
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
作
品
研
究
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
解
説
等
］

「
国
立
能
楽
堂
公
演
番
組
」

 

『
国
立
能
楽
堂
』　

20
年
4
月
～
21
年
3
月

「
能
サ
ポ
」
多
言
語
字
幕
シ
ス
テ
ム
監
修

 

檜
書
店　

20
年
4
月
～
21
年
3
月

「
狂
言
の
基
礎
知
識
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
祈
願
能
楽
公
演

　

2
0
2
0
『
能
楽
ガ
イ
ド
』　

能
楽
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

20
年
7
月

　

深
澤　

希
望

「
仙
台
藩
御
乱
舞
方
御
用
岩
井
理
助
と
『
真
徳
鏡
』
の
増
補
を
め
ぐ
っ

て
─
「
獅
山
公
御
流
儀
」
考（
一
）─
」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
単
行
本
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
解
題
執
筆
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

「
明
窓
浄
机
─
学
界
通
信
─
」『
金
春
月
報
』
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20
年
5
・
8
・
11
月
、
21
年
2
月

（
共
著
）『
葛
巻
昌
興
日
記
』
所
引
能
楽
記
事
稿（
貞
享
四
年
七
月
～
十
二

月
分
） 

『
演
劇
研
究
』
第
44
号　

21
年
3
月

［
解
説
等
］

「
能
の
面
」「
能
の
装
束
」
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
終
息
祈
願
能
楽
公
演

2
0
2
0
『
能
楽
ガ
イ
ド
』　

能
楽
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

20
年
7
月

　

小
室　

有
利
子

『
観
世
文
庫
所
蔵
能
楽
資
料
解
題
目
録
』（
解
題
執
筆
）

 

檜
書
店　

21
年
1
月

「
研
究
展
望（
二
〇
一
七
年
能
楽
史
研
究
）」

 

『
能
楽
研
究
』
45
号　

21
年
3
月

［
蔵
書
の
出
品
・
掲
載
］

① 

Ｂ
Ｓ­

Ｔ
Ｂ
Ｓ
「
に
っ
ぽ
ん
！
歴
史
鑑
定
」#237
「
室
町
殿
と
観
阿

弥
・
世
阿
弥
」
に
『
四
座
役
者
目
録
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た

（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
日
放
送
）。

② 

樹
下
文
隆
氏
論
文
「
絵
表
紙
謡
本
の
魅
力
─
堀
池
宗
叱
識
語
本
を
中

心
に
─
」（『
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
14
号
、

二
〇
二
〇
年
六
月
刊
行
）に
『
伝
観
世
小
次
郎
信
光
筆
謡
本
』「
井

筒
」「
芭
蕉
」「
野
宮
」「
殺
生
石
」「
千
手
」「
小
督
」、『
永
禄
元
亀

天
正　

元
盛
・
宗
節
章
句
本
』「
芭
蕉
」「
野
宮
」「
卒
都
婆
小
町
」

「
景
清
」
の
図
版
掲
載
を
許
可
し
た
。

③ 

ア
ヌ
シ
ー
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
祭
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

『
犬
王
』
ア
ヌ
シ
ー
国
際
映
画
祭W

ork in Progress

用
メ
イ
キ
ン

グ
映
像
」（
配
信
期
間
：
二
〇
二
〇
年
六
月
十
五
日
～
六
月
三
十
日
）

に
『
能
楽
断
片
・
名
家
の
面
影
』「
羽
衣
」「
安
宅
」
映
像
、『
弘
化

勧
進
能
絵
巻
』「
鏡
之
間
」「
舞
台
飾
り
」「
役
者
部
屋
」「
能
舞
台
」

画
像
計
6
点
の
使
用
を
許
可
し
た
。

④ H
O

SE
I

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
に
伴
う
展
示
品
と
し
て
『
夏
目
漱
石

デ
ス
マ
ス
ク
』
の
資
料
借
用
を
許
可
し
た（
貸
出
期
間
：
二
〇
二
〇

年
六
月
十
八
日
～
七
月
三
十
一
日
）。

⑤ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ­

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
偉
人
た
ち
の
健
康
診
断　

宇
喜
多
秀

家
回
」（
再
放
送
）に
『
能
之
留
帳
』
画
像
9
点
の
使
用
を
許
可
し
た

（
再
放
送
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
四
日
）。

⑥ 

彦
根
城
博
物
館
企
画
展
「
彦
根
藩
井
伊
家
と
能
楽
」（
会
期
：
二
〇 

二
〇
年
九
月
十
八
日
～
十
月
十
九
日
）パ
ネ
ル
展
示
に
『
太
郎
次
郎
』

「
水
谷
本
」「
汲
巴
亭
本
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。

⑦ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ­

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
ザ
・
プ
レ
ミ
ア
ム　

風
神
雷
神
図
を

描
い
た
男　

天
才
絵
師
・
俵
屋
宗
達
の
正
体
」（
再
放
送
）に
『
光
悦

謡
本
』
画
像
の
使
用
を
許
可
し
た（
再
放
送
日
：
二
〇
二
〇
年
八
月

三
十
一
日
）。

⑧ 

相
愛
大
学
「
伝
統
芸
能
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ（
配
信
期
間
：
二
〇
二
〇
年
九
月
三
日

～
九
月
十
日
）に
『
町
入
能
図
』
の
画
像
表
示
を
許
可
し
た
。

⑨ 
天
野
文
雄
氏
「
世
阿
弥
再
見
─
世
阿
弥
の
『
砧
』
続
々
考
」（『
舞
台

芸
術
』
23
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
発
行
）に
『
聞
書
色
々
』「
元
広

『
砧
』
型
付
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。
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⑩ 
国
立
能
楽
堂
特
別
展
「
勧
進
能
」（
会
期
二
〇
二
〇
年
十
一
月
十
四

日
～
二
〇
二
一
年
一
月
十
七
日
）に
『
世
子
六
十
以
後
申
楽
談
儀
』

他
26
点
の
資
料
借
用
を
許
可
し
た
。

⑪ 

原
瑠
璃
彦
氏
「
翁
の
本 T

he B
ook of O

kina

」（
二
〇
二
〇
年
十
二

月
刊
行
）に
『
明
宿
集
』『
温
故 

東
の
花 

第
三
篇 

旧
幕
府
御
大
礼
之

節
町
人
御
能
拝
見
之
図
』
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。

⑫ 

川
崎
商
工
会
議
所
「
か
い
ぎ
し
ょ
」（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
刊
行
）に

『
舞
台
之
図
』
計
2
点
の
掲
載
を
許
可
し
た
。

⑬ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
高
生
向
け
教
育
番
組
「10m

in.

ボ
ッ
ク
ス
国
語
／
古
文
・

漢
文
」「
狂
言
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画
配
信
に
『
天
正
狂
言

本
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た（
配
信
期
間
：
二
〇
二
一
年
二
月
～

二
〇
二
六
年
三
月
末
日
）。

⑭ 

奈
良
大
学
通
信
教
育
部
「
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
2
0
2
1
」（
奈
良
大
学

文
学
部　

三
宅
晶
子
著
、
二
〇
二
一
年
四
月
刊
行
）に
『
二
曲
三
体

人
形
図
』「
軍
体
」
の
画
像
掲
載
を
許
可
し
た
。

⑮ 

高
桑
い
づ
み
氏
「
タ
イ
所
在
日
本
製
漆
工
品
に
関
す
る
調
査
研
究
報

告
書
」（
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
）に

『
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
像
』
の
掲
載
を
許
可
し
た（
二
〇
二
一
年
三
月

刊
行
、
英
語
版
は
二
〇
二
二
年
三
月
刊
行
予
定
）。

⑯ 

小
林
健
二
氏
「
福
王
雪
岑
の
画
業
と
そ
の
研
究
課
題
」（
藝
能
史
研

究
232
号
、
二
〇
二
一
年
一
月
刊
行
）に
『
能
楽
図
絵
』「
金
札
」「
道

成
寺
」
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た
。

⑰ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
に
っ
ぽ
ん
の
芸
能
」
に
『
小
野
篁
』『
舞
芸

六
輪
之
次
第
』『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
砕
動
風
鬼
」「
力
動
風
鬼
」

『
小
野
篁
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た（
放
送
日
・
二
〇
二
一
年
三
月

十
二
日
ほ
か
）。

⑱ 

金
沢
能
楽
美
術
館
「
文
京
区
か
な
ざ
わ
講
座
」
説
明
資
料
に
『
能
之

留
帳
』
の
画
像
使
用
を
許
可
し
た（
講
座
配
信
期
間
：
二
〇
二
一
年

一
月
末
日
～
三
月
末
日
）。

⑲ 

檜
書
店W

eb

サ
イ
ト
記
事
『
檜
書
店note

』（https://note.com
/

hinoki_noh

）記
事
に
『
二
曲
三
体
人
形
図
』「
砕
動
風
」「
力
動
風
」

の
掲
載
を
許
可
し
た（
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
六
日
よ
り
掲
載
開
始
）。

⑳ H
O

SE
I

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
記
念
特
別
展
示
「
都
市
と
大
学
─
法

政
大
学
か
ら
東
京
を
視
る
」（
会
期
：
三
月
八
日
～
四
月
二
十
三
日
）

に
野
上
豊
一
郎
色
紙
「
葛
城
」「「
大
同
無
少
長
」
の
揮
毫
入
り
扇

子
」・
夏
目
漱
石
デ
ス
マ
ス
ク
・「
能
百
句
」
原
稿
の
資
料
借
用
を
許

可
し
た
。
ま
た
、
展
示
図
録
に
画
像
の
使
用
を
許
可
し
た
。

㉑ 

国
立
能
楽
堂
の
令
和
3
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展
に
『
光
悦
謡
本 

（
特
製
本
）』「
江
口
」
他
13
点
の
資
料
借
用
を
許
可
し
た（
会
期
：

二
〇
二
一
年
四
月
七
日
～
六
月
二
十
七
日　

※
緊
急
事
態
宣
言
発
出

に
よ
る
一
部
中
断
あ
り
）。

㉒ 

能
楽
研
究
所
文
部
科
学
省
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
に
お
け
る
拠

点
公
募
型
研
究
グ
ル
ー
プ（
代
表
・
重
田
み
ち
氏
）報
告
書
「
宮
増
小

鼓
伝
書
の
資
料
と
研
究
─
室
町
文
化
横
断
研
究
の
た
め
に
─
」

（
二
〇
二
一
年
三
月
刊
行
）に
『
風
鼓
尊
若
伝
書
』『
宮
増
弥
左
衛
門

親
賢
画
像
』
の
掲
載
を
許
可
し
た
。

㉓ 

天
野
文
雄
氏
「『
申
楽
談
儀
』
の
稲
荷
霊
験
譚
に
み
る
世
阿
弥
の
環

境
─
三
社
託
宣
、
観
世
稲
荷
、
土
倉
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
朱
』
64
号
、
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伏
見
稲
荷
大
社
、
二
〇
二
一
年
三
月
）に
『
元
禄
六
年
観
世
織
部
重

記
稲
荷
五
社
奉
祀
書
付
』
の
掲
載
を
許
可
し
た
。

［
雑
報
］ 

◇
客
員
所
員
の
委
嘱

　

能
楽
研
究
所
に
お
い
て
、
規
程
に
基
づ
き
各
氏
に
客
員
所
員
を
委
嘱

し
た
。

豊
島　

正
之（
上
智
大
学
教
授
）

ポ  

ー
ル
・
ア
ト
キ
ン
ス （
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
シ
ア
ト
ル
校
ア
ジ
ア
言

語
文
学
科
教
授
）

ト
ー
マ
ス
・
ヘ
ヤ　
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
）

ア 

イ
ケ
・
グ
ロ
ス
マ
ン（
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
）

以
上
、
任
期
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
。

◇
客
員
研
究
員
の
委
嘱

　

能
楽
研
究
所
に
お
い
て
、
規
程
に
基
づ
き
各
氏
に
客
員
研
究
員
を
委

嘱
し
た
。

　

森　

幹
彦　
（
目
白
大
学
准
教
授
）

　

宮
崎　

眞
帆（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
博
士
後
期
課
程
）

　

以
上
、
任
期
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
。

　

中
野　

遥　
（
ソ
ニ
ー
学
園
湘
北
短
期
大
学
）

　

以
上
、
任
期
二
〇
二
〇
年
十
一
月
四
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一

日
。

　

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点（
能
楽
の
国
際
・
学
際
的
研
究
拠
点
）公

募
型
共
同
研
究
課
題
採
択
者
お
よ
び
研
究
分
担
者
に
対
し
て
、
規
程
に

基
づ
き
客
員
研
究
員
を
委
嘱
し
た
。

　

重
田　

み
ち（
京
都
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

井
上　

治（
京
都
芸
術
大
学
准
教
授
）

　

高
橋　

葉
子（
京
都
市
立
芸
術
大
学
客
員
研
究
員
）

　

稲
垣　

弘
明（
京
都
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

大
東　

敬
明（
國
學
院
大
學
准
教
授
）

　

西
谷　

功　
（
宗
教
法
人
泉
涌
寺
宝
物
館
「
心
照
殿
」
学
芸
員
）

　

芳
澤　

元　
（
明
星
大
学
助
教
）

　

永
井　

猛　
（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

　

稲
田　

秀
雄（
山
口
県
立
大
学
教
授
）

　

藤
田　

隆
則（
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
）

　

河
村　

晴
久（
シ
テ
方
観
世
流
・
同
志
社
大
学
嘱
託
講
師
）

　

永
原　

順
子（
大
阪
大
学
専
任
講
師
）

　

中
嶋　

謙
昌（
灘
高
等
学
校
教
諭
）

　

玉
村　

恭　
（
上
越
教
育
大
学
准
教
授
）

　

有
松　

遼
一（
ワ
キ
方
高
安
流
・
同
志
社
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

古
賀　

広
志（
関
西
大
学
教
授
）

　

西
尾　

久
美
子（
京
都
女
子
大
学
教
授
）

　

柳
原　

佐
智
子（
富
山
大
学
教
授
）

　

岩
崎　

雅
彦（
國
學
院
大
學
非
常
勤
講
師
）

　

小
田　

幸
子（
日
本
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

大
日
方　

寛（
ワ
キ
方
下
掛
宝
生
流
能
楽
師
）
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西
村　

聡　
（
公
立
小
松
大
学
教
授
）

　

森
田　

都
紀（
京
都
芸
術
大
学
准
教
授
）

　

高
桑　

い
づ
み（
東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員
）

　

以
上
、
任
期
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
。

　

浅
井　

美
峰（
明
星
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

川
上　

一　

 （
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
博
士
課
程
・
日
本
学
術
振
興

会
特
別
研
究
員
）

　

中
野　

顕
正（
日
本
女
子
大
学
学
術
研
究
員
）

　

日
置　

貴
之（
明
治
大
学
准
教
授
）

　

田
草
川
み
ず
き（
千
葉
大
学
准
教
授
）

　

古
川　

諒
太（
東
京
大
学
大
学
院
修
士
課
程
）

　

以
上
、
任
期
二
〇
二
〇
年
七
月
八
日
～
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
。

◇
研
究
補
助
員（
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
関
係
）の
採
用

　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
で
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
研
究
活

動
の
遂
行
に
あ
た
る
た
め
の
研
究
補
助
者
と
し
て
能
楽
研
究
所
兼
任
所

員
の
中
司
由
起
子
氏
を
、
ま
た
リ
サ
ー
チ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
人

文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
在
籍
の
富
山
隆
広
氏
を

引
き
続
き
採
用
し
た
。

◇
事
務
嘱
託
職
員
の
退
職

　

菅
沼
寿
恵
氏
が
二
〇
二
〇
年
九
月
三
十
日
付
で
退
職
し
た
。

◇
事
務
嘱
託
職
員
の
採
用

　

二
〇
二
〇
年
十
月
一
日
付
で
能
楽
研
究
所
お
よ
び
共
同
利
用
・
共
同

研
究
拠
点
担
当
の
事
務
嘱
託
と
し
て
、
堂
園
真
子
氏
を
採
用
し
た
。

◇
臨
時
職
員
の
採
用

　

二
〇
一
九
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
で
深
澤
希

望
氏
を
採
用
し
た
。

◇
臨
時
職
員（
夜
間
閲
覧
業
務
）の
採
用

　

二
〇
一
九
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
付
で
富
山
隆

広
氏
を
採
用
し
た
。

［
二
〇
二
〇
年
度
の
所
員
名
と
関
連
委
員
名
］

◎
所　

員

　

所
長
・
専
任
所
員　

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

専
任
所
員　

教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

　

兼
担
所
員　

文
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
海　

孝
充

　

兼
担
所
員　

文
学
部
准
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

容
市

　

兼
担
所
員　

国
際
文
化
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

靖

　

兼
担
所
員　

国
際
文
化
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

晶
子

　

兼
担
所
員　

情
報
科
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

克
亘

　

兼
任
所
員　

国
士
舘
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

表　

き
よ
し

　

兼
任
所
員　

慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
准
教
授　
　
　

高
橋　

悠
介

　

兼
任
所
員　

立
教
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

太
郎

　

兼
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
司
由
起
子

　

兼
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

希
望

　

兼
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
室
有
利
子

　

事　
　

務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　
　

愛

　

事　
　

務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
沼　

寿
恵

　

事　
　

務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
園　

真
子
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事　
　

務　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
澤　

希
望

◎
運
営
委
員

　

議
長　

所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委
員　

専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

　

委
員　

文
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　

真
弓

　

委
員　

経
営
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　
　

学

　

委
員　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月　

正
見

　

委
員　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
村　

雅
彦

　

委
員　

兼
担
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
海　

孝
充

　

委
員　

兼
担
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

靖

　

委
員　

兼
担
所
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

晶
子

◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員

　

委
員
長　

学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　

尾
川　

浩
一

　

委　

員　

法
人
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　

増
田　

正
人

　

委　

員　

写
真
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

服
部　

冬
樹

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

　

委　

員　

法
政
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
野　

春
雄

　

委　

員　

能
楽
研
究
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
田　
　

昶

◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員

　

委
員
長　

学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　

尾
川　

浩
一

　

委　

員　

法
人
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　

増
田　

正
人

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員

　

委
員
長　

学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　

尾
川　

浩
一

　

委　

員　

法
人
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　
　
　

増
田　

正
人

　

委　

員　

早
稲
田
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉　

竜
一

　

委　

員　

能
楽
研
究
者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田　

幸
子

　

委　

員　

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師　
　
　
　
　
　
　
　

観
世
銕
之
丞

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
運
営
委
員

　

委　

員　

学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事　
　
　
　
　

尾
川　

浩
一

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

　

委　

員　

経
営
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上　
　

学

　

委　

員　

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
來　

篤
史

　

委　

員　

成
城
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷　

節
子

　

委　

員　

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師　
　
　
　
　
　
　
　

観
世　

喜
正

　

委　

員　

元
ユ
ネ
ス
コ
日
本
政
府
代
表
部
大
使　
　
　

佐
藤　

禎
一

　

委　

員　

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本　

幹
夫
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委　

員　

上
智
大
学
文
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　

豊
島　

正
之

◎
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
公
募
型
共
同
研
究
課
題
専
門
委
員

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
所
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中　

玲
子

　

委　

員　

能
楽
研
究
所
専
任
所
員　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

圭
造

　

委　

員　

国
際
文
化
学
部
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

晶
子

　

委　

員　

山
口
県
立
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
田　

秀
雄

　

委　

員　

観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師　
　
　
　
　
　
　
　

観
世　

喜
正

　

委　

員　

国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授　
　
　
　
　

小
林　

健
二

　

委　

員　

東
京
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員　
　
　
　

高
桑
い
づ
み

　

委　

員　

公
立
小
松
大
学
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　
　

聡

〔
受　

贈　

図　

書
〕

☆
単
行
本�

〔
受
入
順
。
＊
印
は
寄
贈
者
。
書
名
・
著
者
・
発
行
年
・
発

行
者
の
順
。
著
者
お
よ
び
編
者
が
発
行
し
て
い
る
場
合
は
、

発
行
者
は
省
略
。〕

『
新
作
浄
る
り
め
を
と
山
賊　

─
食
満
南
北
遺
稿
集
─
』

 

＊
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
編　

20
年　

和
泉
書
院

『〈
戯
曲
集
〉紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
11
』

 

＊
国
際
演
劇
協
会（IT

I/U
N

E
SC

O

）日
本
セ
ン
タ
ー
編　

20
年

『
対
訳
で
た
の
し
む　

弱
法
師
』　

三
宅
晶
子
著　

20
年 

＊
檜
書
店

『A
 K

A
M

IG
A

TA　

A
N

T
H

O
LG

Y

』

 
Sum

ie Jones, A
dam

 L.K
ern, K

enji W
atanabe

著　

20
年

 
U

niversity of H
aw

aiʼi Press　

＊
山
中
玲
子

『T
H

E
A

T
R

E
 Y

E
A

R
-B

O
O

K
 2010 T

heatre A
broad　

世
界
の
舞
台

芸
術
を
知
る
』

 

＊
国
際
演
劇
協
会（IT

I/U
N

E
SC

O

）日
本
セ
ン
タ
ー
編　

20
年

『
時
空
を
翔
け
る
中
将
姫　

説
話
の
近
世
的
変
容
』

 

日
沖
敦
子
著　

20
年　

平
凡
社　

＊
国
文
学
研
究
資
料
館

『『
無
門
関
』
の
出
世
双
六
』　 

デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ダ
ヴ
ァ
ン
著

 

20
年　

平
凡
社　

＊
国
文
学
研
究
資
料
館

『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
100
年
史
』

 

＊
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編　

法
政
大
学
出
版
局　

20
年

『
日
本
古
典
文
化
の
形
成
と
受
容
』
東
西
学
術
研
究
叢
書
第
9
号

 

長
谷
部
剛
著　

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所　

＊
関
屋
俊
彦

『
令
和
2
年
度
国
立
能
楽
堂
企
画
展　

日
本
人
と
自
然　

能
楽
と
日
本

美
術
』 

＊
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
編　

20
年

 

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
振
興
会

『N
oh &

 K
yogen　

A
 Photo C

ollection

』
花
も
よ
叢
書
014

 

森
田
拾
史
郎
写
真
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
文　

20
年

 

ぶ
ん
が
く
社　

＊
花
も
よ
編
集
室

『
幕
末
維
新
と
自
由
民
権
運
動
』 

江
島
香
著　

＊
柳
川
市　

20
年

『
京
都
の
能
楽
愛
好
家
』 

＊
高
橋
葉
子
・
藤
田
隆
則
編　

20
年

 

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー

『
股
倉
か
ら
み
る
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』』 

芦
津
か
お
り
著　

20
年

 

京
都
大
学
学
術
出
版
会　

＊
宗
片
邦
義

『
実
践
女
子
大
学
所
蔵
貴
重
書
図
録
』
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実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部
編　

20
年

 

実
践
女
子
大
学
・
実
践
女
子
大
学
短
期
大
学
部

 

＊
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所

『
中
世
文
華
論
集　

第
五
巻　

中
世
文
華
と
そ
の
資
料（
上
）』

 

伊
藤
正
義
著　

20
年　

＊
和
泉
書
院

『
五
世
茂
山
千
作
記
念
誌
』 

十
四
世
茂
山
千
五
郎
監
修

 
＊
五
世
茂
山
千
作
記
念
誌
刊
行
会
編　

20
年

『
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国
立
図
書
館
蔵　

日
葡
辞
書
』

 

エ
リ
ザ
・
タ
シ
ロ
、
白
井
純
編　

20
年　

八
木
書
店　

＊
中
野
遙

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
講
座　

仕
舞
入
門
』

 

日
本
放
送
協
会
編　

89
年　

日
本
放
送
出
版
協
会　

＊
山
中
玲
子

『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
百
科　

仕
舞
入
門
Ⅱ
』

 

日
本
放
送
協
会
編　

90
年　

日
本
放
送
出
版
協
会　

＊
山
中
玲
子

『
対
訳
で
た
の
し
む　

卒
都
婆
小
町
』

 

竹
本
幹
夫
著　

20
年　

＊
檜
書
店

『
令
和
2
年
度
国
立
能
楽
堂
特
別
展　

勧
進
能
』

 

＊
国
立
能
楽
堂
事
業
推
進
課
調
査
資
料
係
編　

20
年

 

独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
振
興
会

『
能
楽
囃
子
太
鼓
方
観
世
流
に
見
る
伝
授
と
受
容
の
諸
相
─
『
入
門
者

摘
録
』（
全
二
冊
）研
究　

第
一
巻（
翻
刻
編
）』

 

三
浦
裕
子
著　

20
年　

＊
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー

『
能
・
狂
言
の
音
声
ガ
イ
ド
・
字
幕
に
関
す
る
研
究
序
説
』

 

＊
武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
編　

20
年

『
翁
の
本  T

he B
ook of O

kina

』

 

＊
翁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
編　

20
年　

凸
版
印
刷
株
式
会
社

『
柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録　

第
29
集　

大
林（
恒
夫
）家
文
書
・〈
増

補
〉吉
弘（
重
代
）家
文
書
目
録
』 

20
年　

＊
柳
川
古
文
書
館

『
明
治
期
戦
争
劇
集
成
』 

＊
日
置
貴
之
編　

20
年

『IN
N

E
 N

O

　

新
作
能
』
＊JAD

W
IG

A RO
D

O
W

IC
Z­C

ZEC
H

O
W

SK
A

 

20
年　

M
uzeum

 Sztuki I Techniki Japonskiej M
anggha

『
ア
ワ
ビ
と
古
代
国
家
』

 

清
武
雄
二
著　

21
年　

平
凡
社　

＊
国
文
学
研
究
資
料
館

『
春
日
懐
紙
の
書
誌
学
』

 

田
中
大
士
著　

21
年　

平
凡
社　

＊
国
文
学
研
究
資
料
館

☆
雑
誌
・
紀
要
な
ど�

〔
特
記
し
た
以
外
は
発
行
所
か
ら
の
寄
贈
誌
名
・

号
数
・
発
行
年
・
発
行
所
の
順
〕

〈
雑
誌
な
ど
〉

葵　

徳
川
美
術
館
だ
よ
り　

№
114
～
118（
20
・
21
年
） 

徳
川
美
術
館

岩
瀬
文
庫
だ
よ
り　

№
65
～
67（
20
・
21
年
） 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫

大
阪
春
秋　

№
180（
20
年
） 

新
風
書
房　

＊
関
屋
俊
彦

お
も
て　

144
～
145
号（
20
・
21
年
） 

大
槻
能
楽
堂

観
世　

87
巻
5
号
～
88
巻
2
号（
20
・
21
年
） 

 

檜
書
店

観
世
九
皐
会
定
例
会　

4
月
～
4
月（
20
・
21
年
） 

観
世
九
皐
会

喜
多
流
自
主
公
演
能　

5
月
～
5
月（
20
・
21
年
） 

喜
多
流
職
分
会

喜
多
流
青
年
能　

第
47
・
48
回（
20
年
） 

喜
多
流
職
分
会

橘
香　

65
巻
1
～
6
号（
20
年
） 

梅
若
研
能
会

汲
古　

77
号（
20
年
） 

汲
古
書
院
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九
皐　

復
刊
46
・
47
号（
20
・
21
年
） 

観
世
九
皐
会

藝
能　

26
号（
20
年
） 

藝
能
学
会

K
E

N
SY

O
　

vol.116

・ 118

（
20
年
） 

セ
ク
タ
ー
エ
イ
テ
ィ
エ
イ
ト

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録　

第
43
回（
21
年
）

 

国
文
学
研
究
資
料
館

国
文
学
研
究
資
料
館
報　

2
0
2
0（
20
年
） 

国
文
学
研
究
資
料
館

国
立
能
楽
堂　

440
～
448
号（
20
・
21
年
） 

日
本
芸
術
文
化
振
興
会

五
島
美
術
館
研
究
紀
要　

8
号（
20
年
） 

五
島
美
術
館

金
春
月
報　

41
巻
4
号
～
42
巻
3
号（
20
・
21
年
） 

金
春
月
報
編
集
部

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
279
～
282
号（
20
・
21
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館

T
H

E
A

T
R

E
 A

R
T

S　

2
0
2
0
春（
20
年
）

 
A

IC
T

（
国
際
演
劇
評
論
家
協
会
）日
本
セ
ン
タ
ー

紫
明　

45
・
46
号（
20
年
） 

紫
明
の
会

序
破
急　

23
号（
20
年
） 

大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会

調
査
研
究
報
告　

40
号（
20
年
） 

国
文
学
研
究
資
料
館

銕
仙　

702
～
710
号（
20
・
21
年
） 
銕
仙
会

伝
統
芸
能
の
現
在
と
未
来　
（
18
年
） 

日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団

伝
統
と
文
化　

№
42
・
43（
19
・
20
年
） 

ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団

東
海
能
楽
研
究
会
年
報　

24
号（
20
年
） 

東
海
能
楽
研
究
会

東
京
文
化
財
研
究
所
概
要　

2
0
2
0（
20
年
） 

東
京
文
化
財
研
究
所

徳
川
記
念
財
団
会
報　

vol.35

・ 36

（
20
年
） 

徳
川
記
念
財
団

な 

い
じ
ぇ
る
芸
術
共
創
ラ
ボ
展
「
時
の
束
を
披
く
─
古
典
籍
か
ら
う
ま

れ
る
ア
ー
ト
と
翻
訳
─
」　
（
21
年
） 

国
文
学
研
究
資
料
館

名
古
屋
芸
能
文
化　

30
号（
21
年
） 

名
古
屋
芸
能
文
化
会

日
本
研
究　

60
・
61
集（
20
・
21
年
） 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル　

16
・
17
号（
21
年
）

 

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

能　

744
～
755
号（
20
・
21
年
） 

京
都
観
世
会

能
楽
タ
イ
ム
ズ　

817
～
829
号（
20
・
21
年
） 

能
楽
書
林

能
楽
連
盟
報　

110
・
111
号（
20
・
21
年
） 

新
潟
県
能
楽
連
盟

能
と
狂
言　

17
・
18
号（
20
・
21
年
） 

能
楽
学
会

橋
が
か
り 

4
月
～
3
月（
20
・
21
年
） 

横
浜
能
楽
堂

廣
田
鑑
賞
会
能　

第
31
回（
20
年
） 

廣
田
鑑
賞
会

復
活
の
大
名　

立
花
宗
茂（
20
年
） 

柳
川
古
文
書
館

ふ
み　

14
・
15
号（
20
・
21
年
） 

国
文
学
研
究
資
料
館

宝
生　

64
～
69
号（
20
・
21
年
） 

宝
生
会

宝
生LIFE　

夏
・
秋
・
冬
・
春
号（
20
・
21
年
） 

 

宝
生
会

柳
川
古
文
書
館
史
料
目
録　

29
集（
21
年
） 

柳
川
古
文
書
館

柳
川
古
文
書
館
年
報　

令
和
元
年
度（
21
年
） 

柳
川
古
文
書
館

歴
史
書
通
信　

249
～
254
号（
20
・
21
年
） 

歴
史
書
懇
話
会

〈
大
学
紀
要
〉

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文　

44
号（
21
年
）

 

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
学
会

青
山
語
文　

50
号（
20
年
） 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会

語
文　

114
・
115
輯（
20
年
） 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

待
兼
山
論
叢　

53
・
54
号（
19
・
20
年
）
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大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

演
劇
学
論
叢　

20
号（
21
年
）

 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室

言
語
文
化
学
研
究　

日
本
語
日
本
文
学
編　

15
号（
20
年
）

 

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科

文
藝
論
叢　

93
・
94
・
95
号（
19
・
20
年
） 

大
谷
大
学
文
芸
学
会

岡
大
国
文
論
稿　

48
号（
20
年
） 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
会
誌　

64
号（
21
年
） 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文　

45
号（
20
年
） 

金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学　

104
号（
20
年
） 

関
西
大
学
国
文
学
会

関
西
学
院
大
学
博
物
館　

公
開
研
究
会
報
告　

第
2
号（
18
年
）

 
関
西
学
院
大
学
博
物
館

日
本
伝
統
音
楽
研
究
11
・
13
・
14
号（
14
・
16
・
17
年
）

 

京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー　

＊
高
橋
葉
子

斯
道
文
庫
論
集　

55
輯（
21
年
）

 

慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要　

14
号（
20
年
）

 

神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー

日
本
文
学
論
究　

80
冊（
21
年
） 

國
學
院
大
學
国
文
学
会

国
学
院
大
学
博
物
館
学
紀
要　

45
輯（
21
年
）

 

國
學
院
大
學
博
物
館
学
研
究
室

実
践
国
文
学　

98
・
99
号（
20
・
21
年
） 

実
践
国
文
学
会

人
文
学
報　

516­

11
号（
20
年
） 

首
都
大
学
東
京
人
文
科
学
研
究
科

国
文
学
科
紀
要　

38
号（
21
年
） 

上
智
大
学
国
文
学
科

国
文
学
論
集　

54
号（
21
年
） 

上
智
大
学
国
文
学
会

学
苑　

963
号（
21
年
） 

昭
和
女
子
大
学

成
蹊
國
文　

53
号（
19
年
） 

成
蹊
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

中
央
大
学
国
文　

64
号（
21
年
） 

中
央
大
学
国
文
学
会

山
邊
道　

61
号（
21
年
） 

天
理
大
学
国
語
国
文
学
会

同
志
社
國
文
学　

92
・
93
号（
20
年
） 

同
志
社
大
学
国
文
学
会

佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

39
号（
20
年
） 

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

文
学
論
藻　

95
号（
21
年
） 

東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科

比
較
文
化
研
究
所
年
報　

36
号（
20
年
）

 

徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
年
報
編
集
委
員
会

文
学
論
叢　

37
号（
20
年
） 

徳
島
文
理
大
学
文
学
論
叢
編
集
委
員
会

H
E

R
IT

E
X　

Vol.3

（
20
年
） 　

名
古
屋
大
学
文
学
研
究
科
附
属
人
類

 

文
化
遺
産
テ
ク
ス
ト
学
研
究
セ
ン
タ
ー

二
松　

34
集（
20
年
） 

二
松
學
舍
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊　

50
集（
20
年
）

 

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所

二
松
学
舎
大
学
論
集　

63
号（
20
年
） 

二
松
学
舎
大
学
文
学
部

日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集　

vol.85

（
20
年
）

 

日
本
建
築
学
会　

＊
丸
山
奈
巳

国
文
目
白　

60
号（
20
年
） 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

文
教
大
学
国
文　

49
号（
20
年
） 

文
教
大
学
国
文
学
会

国
語
国
文
学　

61
号（
19
年
） 

別
府
大
学

沖
縄
文
化
研
究　

47
号（
20
年
） 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所

法
政
大
学
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
工
学
研
究
所
報
告　

40
号（
21
年
）
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法
政
大
学
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
工
学
研
究
所
報
告　

別
冊
39
号（
21
年
）

 

法
政
大
学
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
工
学
研
究
所

国
際
日
本
学（
研
究
成
果
報
告
集
）18
号（
21
年
）

 

法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所

法
政
史
学　

94
・
95
号（
20
・
21
年
） 

法
政
大
学
史
学
会

大
学
院
紀
要　

85
・
86
号（
20
・
21
年
） 

法
政
大
学
大
学
院

文
学
部
紀
要　

80
・
82
号（
20
・
21
年
） 

法
政
大
学
文
学
部

H
O

SE
I

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要　

創
刊
号（
21
年
）HO

SE
I

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

国
語
国
文
研
究　

155
・
156
号（
20
・
21
年
） 北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会

日
本
文
学
ノ
ー
ト　

55
号（
20
年
） 
宮
城
学
院
女
子
大
学
日
本
文
学
会

能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要　

N
o.31

（
20
年
）

 

武
蔵
野
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー

武
庫
川
国
文　

88
号（
20
年
）

 

武
庫
川
女
子
大
学
国
文
学
会　

＊
関
屋
俊
彦

日
本
文
学　

124
・
125
号（
20
・
21
年
） 

立
教
大
学
日
本
文
学
会

國
文
學
論
叢　

66
輯（
21
年
） 

龍
谷
大
學
國
文
學
會

演
劇
研
究　

43
号（
20
年
） 

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

enpaku book　

vol.116 

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

N
E

W
S LE

T
T

E
R　

 vol.10
 

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
演
劇
映
像
学
連
携
研
究
拠
点

国
文
学
研
究　

190
・
191
・
192
号（
20
年
） 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会


